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シドニー・シトレ 

1T 
統合参謀本部長 

 

最終階級 

元帥 

 

 一度は制服組最高峰の統合

参謀本部長職に立つも、第一

次帝国領土侵攻作戦の失敗の

責任をとって、長年のライバ

ルであるロボスにその席を譲

った。代わって、宇宙艦隊司令

長官として前線指揮を執る。 

 彼の最大の功績は、ヤン・ウ

ェンリーの才覚を早くから見

出したことといわれる。自ら

が見出した英雄に宇宙艦隊司

令長官職を承継し、そののち

は幕僚総監兼任の一艦隊司令

官としてその一翼を担った。 

 戦後は第一次移民船団長に

就任し、銀河へと旅立った。 

統率 運営 情報 

11 14 13 

機動 攻撃 防御 

13 16 12 

2T 
宇宙艦隊司令長官 

兼第６艦隊司令官  

3T 
宇宙艦隊司令長官 

兼第６艦隊司令官 

4T 
宇宙艦隊司令長官 

兼第１３艦隊司令官 

5T 
宇宙艦隊司令長官 

兼第６艦隊司令官 

6T 
宇宙艦隊司令長官 

兼第６艦隊司令官 

7T 
第５艦隊司令官 

兼幕僚総監 

8T 
第１３艦隊司令官 

兼幕僚総監 

9T 
第１３艦隊司令官 

兼幕僚総監 

10T 
第１３艦隊司令官 

兼幕僚総監 

11T 
第１３艦隊司令官 

兼幕僚総監 

12T 
第１次移民船団準備委員長 
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ドワイト・グリーンヒル 

1T 
統合作戦本部次長 

 

最終階級 

大将 

 

 軍の高位につきその将来を

嘱望されながら、その費用が

一部の極右愛国団体に流れ込

むことを黙視していたことを

理由に不名誉除隊を宣告され

た。非公式ながら、極右団体の

扇動による情勢不安による戒

厳令を利用したクーデター計

画の首謀者として名前があげ

られることがある。 

 娘は士官学校次席の才媛、

ヤン艦隊の幕僚をつとめた

後、アップルトン元帥に嫁ぐ。

六つ子の孫に恵まれた娘に従

って、第一次移民船団長に参

加した。 

統率 運営 情報 

12 13 11 

機動 攻撃 防御 

11 13 14 

2T 
第６艦隊参謀長 

3T 
不名誉退役 

4T 
 

5T 
 

6T 
 

7T 
 

8T 
 

9T 
 

10T 
 

11T 
 

12T 
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ドーソン 

1T 
技術科学本部長 

兼ハイネセン星域司令官 

最終階級 

元帥 

 

「民主主義の守護神」「偉大な

る計画者」対銀河帝国戦争末

期の提督として、後世でヤン・

ウェンリーと評価を二分する

名将として語られる。 

 作戦本部次長として、悪名

高いトリューニヒト軍縮を骨

抜きにする辣腕を発揮し、中

期的な艦隊の動員力を高め

た。その後も政治的配慮に手

抜かりをせず、フォルゲンの

敗戦で混乱する中で同盟軍作

戦本部長に就任すると、以後

のアムリッツァ、イゼルロー

ンへと続く後衛戦闘の舞台を

整えた。 

統率 運営 情報 

8 17 10 

機動 攻撃 防御 

9 8 9 

2T 
技術科学本部長 

兼ハイネセン星域司令官 

3T 
技術科学本部長 

兼統合参謀本部次長 

4T 
技術科学本部長 

兼ハイネセン星域司令官 

5T 
技術科学本部長 

兼ハイネセン星域司令官 

6T 
ダゴン星域副司令官 

元帥昇進 

7T 
イゼルローン要塞司令官 

8T 
ティアマト星域司令官 

兼空間護衛総隊総司令官 

9T 
ティアマト星域司令官 

兼空間護衛総隊総司令官 

10T 
統合作戦本部長 

兼ダゴン星域司令官 

11T 
統合作戦本部長 

兼ダゴン星域司令官 

12T 
統合作戦本部長 

兼ダゴン星域司令官 
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オスマン 

1T 
防衛部長 

 

最終階級 

元帥 

 

 一貫して自由惑星同盟防衛

部長の要職を務めた。その企

画能力には歴代の委員長、統

合作戦本部長も高く評価して

いた。本人は自らを参謀向き

であり、司令官職には向かな

いと自己認識していたようで

ある。 

 参謀は影の存在であると周

囲をよく戒めたという。その

言葉通りに、戦後の軍縮にも

軍の転職斡旋も断り、回想録

や書き置きなども残さなかっ

た。彼の存在、思考は行政文章

の中に見出されるもので、そ

う評価されるべきだろう。 

統率 運営 情報 

7 12 12 

機動 攻撃 防御 

7 8 9 

2T 
防衛部長 

3T 
防衛部長（国防委員会事務総局） 

4T 
防衛部長（国防委員会事務総局） 

5T 
防衛部長（国防委員会事務総局） 

6T 
防衛部長（国防委員会事務総局） 

大将昇進 

7T 
防衛部長（国防委員会事務総局） 

8T 
防衛部長（国防委員会事務総局） 

9T 
防衛部長（国防委員会事務総局） 

10T 
防衛部長（国防委員会事務総局） 

11T 
防衛部長（国防委員会事務総局） 

元帥昇格 

12T 
統合参謀本部次長 

防衛部長（国防委員会事務総局） 
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ブロンズ 

1T 
情報部長 

 

最終階級 

元帥 

 

 オスマン・リバモア・ブロン

ズと三羽烏で同盟の軍政を長

く担った。情報部長としては

特に帝国内への浸透と亡命者

の保護に全力を尽くした。亡

命者から得られた情報分析は

同盟軍の行動を大きく助け

た。特にロイエンタール亡命

においては、積極的にその身

辺の保護を行い、のちにかれ

が同盟軍元帥となる下地を築

いた。 

 それらの功績を評価され

て、情報畑出身としては珍し

く統合作戦本部次長に栄達し

てその軍歴を終えた。 

統率 運営 情報 

9 11 15 

機動 攻撃 防御 

8 7 7 

2T 
情報部長 

3T 
情報部長（国防委員会事務総局） 

4T 
情報部長（国防委員会事務総局） 

5T 
情報部長（国防委員会事務総局） 

6T 
情報部長（国防委員会事務総局） 

大将昇進 

7T 
情報部長（国防委員会事務総局） 

8T 
情報部長（国防委員会事務総局） 

9T 
情報部長（国防委員会事務総局） 

10T 
情報部長（国防委員会事務総局） 

11T 
情報部長（国防委員会事務総局） 

元帥昇格 

12T 
統合参謀本部次長 

情報部長 
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ラザール・ロボス 

1T 
宇宙艦隊司令長官 

 

最終階級 

元帥 

 

一国に同時期に猛将と智将

がいたら、どちらに前線を任

せ、どちらに後方を預けるか。

多くの場合は猛将に前線を預

けるだろう。ところが上手く

行かない、後方はしばしば前

線の作戦に介入したし、前線

は萎縮と反発を行き来した。 

二人の立場が入れ替わった

時、その歯車が噛みあう。前線

は智将の緻密な計算で動き、

後方は猛将の公正な人事と鷹

揚な委任の元で生き生きとプ

ランに精を出す。猛将ロボス

の全盛期は机と椅子の前で築

きあげられたのだった。 

統率 運営 情報 

   

機動 攻撃 防御 

   

2T 
統合参謀本部長 

3T 
統合作戦本部長兼国防委員長 

4T 
統合作戦本部長兼国防委員長 

5T 
統合作戦本部長兼国防委員長 

6T 
統合作戦本部長兼国防委員長 

7T 
統合作戦本部長兼国防委員長 

8T 
統合作戦本部長兼国防委員長 

9T 
国防委員長 

10T 
国防委員会付 

11T 
退役 

国防委員会所属評議員 

12T 
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アレックス・キャゼルヌ 

1T 
イゼルローン星域副司令官 

 

最終階級 

元帥 

 

 デスクワークの達人として

将来を嘱望されていた。士官

学校の後輩ヤン・ウェンリー

の縁で、帝国から奪取したイ

ゼルローン要塞の同盟規格下

へ移行に辣腕を発揮し、首都

防衛司令官に抜擢。そこで鮮

やかにクーデター未遂を収集

したことにより、その将来は

確実なものとなった。 

 技術科学本部長として、同

盟軍の技術革新を推し進め、

念願の後方勤務本部長職を射

止めるのに 2 年を要したが、

最年少の後方勤務本部長記録

は、彼以後に破られていない。 

統率 運営 情報 

15 18 14 

機動 攻撃 防御 

9 9 10 

2T 
イゼルローン星域副司令官 

3T 
ハイネセン星域司令官 

中将昇進 

4T 
ランテマリオ星域司令官 

5T 
ハイネセン星域司令官 

6T 
技術科学本部長 兼 ハイネセ

ン星域司令官 大将昇進 

7T 
技術科学本部長 兼 ハイネセン

星域司令官 

8T 
技術科学本部長 兼 ハイネセン

星域司令官 

9T 
技術科学本部長 兼 ハイネセン

星域司令官 

10T 
技術科学本部長 兼 ハイネセン

星域司令官 

11T 
技術科学本部長 兼 ランテマリ

オ星域司令官 元帥昇進 

12T 
後方勤務本部長 兼 ランテマリ

オ星域司令官 
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クブルスリー 

1T 
第１艦隊司令官 

 

最終階級 

元帥 

 

 第１艦隊司令官として順調

に軍人としての出世街道を進

んでいたが、フェザーンとの

外交の要として、現役のまま

フェザーン駐在高等弁務官と

なる。この人事はハイネセン

とエル・ファシルのクーデタ

ー事件の処理によって発言権

を強めたロボス国防委員長下

ならではの人事であったと言

える。 

 親同盟のルビンスキー政権

失脚といった困難の中で、フ

ェザーン市民の信頼を同盟に

つなぎ留めたのはその粘り強

い姿勢に拠る所、大であった。 

統率 運営 情報 

7 14 11 

機動 攻撃 防御 

11 9 11 

2T 
第１艦隊司令官 

3T 
第１艦隊司令官 

4T 
フェザーン駐在高等弁務官 

5T 
フェザーン駐在高等弁務官 

6T 
フェザーン駐在高等弁務官 

大将昇進 

7T 
フェザーン駐在高等弁務官 

8T 
フェザーン駐在高等弁務官 

9T 
フェザーン駐在高等弁務官 

10T 
フェザーン駐在高等弁務官 

11T 
フェザーン駐在高等弁務官 

元帥昇進 

12T 
外交委員会所属評議員 
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アレクサンドル・ビュコック 

1T 
第５艦隊司令官 

 

最終階級 

元帥 

 

一時の再編時期を除いて第

５艦隊司令官の職をつとめ、

同盟軍の大規模作戦の殆どに

おいては先任として、複数の

艦隊からなる任務群司令官を

併任した。兵隊からの叩き上

げで元帥となった老人の手腕

への信頼は、上からも下から

も厚かった。 

統率 運営 情報 

16 18 15 

機動 攻撃 防御 

13 16 16 

2T 
第５艦隊司令官 

大将昇進 

3T 
第５艦隊司令官 

4T 
第５艦隊司令官 

5T 
第５艦隊司令官 

元帥昇進 

6T 
第５艦隊司令官 

7T 
第１艦隊司令官 

8T 
第５艦隊司令官 

9T 
第５艦隊司令官 

10T 
第５艦隊司令官 

11T 
第５艦隊司令官 

12T 
第５艦隊司令官 
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アップルトン 

1T 
第８艦隊司令官 

 

最終階級 

元帥 

 

 中将・艦隊司令官から大将

に上がった時、既に前線は

赫々たる戦果を上げた名将に

囲まれていた。更なるキャリ

アを重ね、手腕を発揮する余

地を、大規模化する戦場で効

率的に軍を動かすための補佐

に成ることを厭わなかった。 

 アルテミスの首飾りの移

送、イゼルローン要塞の修築

プロジェクトを主導し成功を

治めたことは彼の柔軟性を示

す事例と言えるだろう。 

私人としては、婦人との間

に六つ子が出来、話題となっ

た。 

統率 運営 情報 

9 9 12 

機動 攻撃 防御 

10 12 11 

2T 
第８艦隊司令官 

3T 
第８艦隊司令官 

4T 
第８艦隊司令官 

5T 
第８艦隊司令官 

6T 
第１艦隊参謀長 

大将昇進 

7T 
第１艦隊副司令官 

（防衛人工衛星群移送担当） 

8T 
第１艦隊副司令官 

9T 
第９艦隊司令官 

10T 
第３艦隊参謀長 

11T 
要塞司令官 

元帥昇進 

12T 
イゼルローン星域司令官 
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アル・サレム 

1T 
第９艦隊司令官 

 

最終階級 

元帥 

 

 艦隊司令官を経て、大規模

艦隊の補佐へと転じ、忠実に

その役目をこなした。 

統率 運営 情報 

9 10 11 

機動 攻撃 防御 

12 13 10 

2T 
第９艦隊司令官 

3T 
第９艦隊司令官 

4T 
第９艦隊司令官 

5T 
第９艦隊司令官 

6T 
第１艦隊副司令官 

大将昇進 

7T 
第９艦隊副司令官 

8T 
第９艦隊司令官 

9T 
第１艦隊副司令官 

10T 
第１２艦隊副司令官 

11T 
第３艦隊副司令官 

元帥昇進 

12T 
第２艦隊副司令官 
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ウランフ 

1T 
第１０艦隊司令官 最終階級 

元帥 

 

 ヤンやビュコックとともに

同盟軍の最前線を担い続けた

猛将。奔放な性格と周囲には

受け取られることが多かった

が、その指揮ぶりは堅実で自

責の敗走を出したことは一度

もなかった。 

 戦後は馬主となり、悠々自

適に暮らした。 

 

統率 運営 情報 

15 9 11 

機動 攻撃 防御 

15 17 14 

2T 
第１０艦隊司令官 

3T 
第１０艦隊司令官 

4T 
第１０艦隊司令官 

大将昇進 

5T 
第１０艦隊司令官 

元帥昇進 

6T 
第１０艦隊司令官 

7T 
第６艦隊司令官 

8T 
第１０艦隊司令官 

9T 
第１０艦隊司令官 

10T 
第１０艦隊司令官 

11T 
第１０艦隊司令官 

12T 
第１０艦隊司令官 
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ダスティ・アッテンボロー 

1T 
第１０艦隊分艦隊司令 

 

最終階級 

元帥 

 

 エル・ファシルの政乱でロ

イエンタールと共に国防委員

長、ジェシカ・エドワーズを守

りぬいた「同盟の双璧」。 

ヤン・ウェンリーとは、士官

学校以来の仲であり、側近と

して超スピードの昇進を果た

し、前線艦隊の一翼を担うよ

うになる。 

同盟軍最年少元帥の記録保

持者。帝国領侵攻作戦以後の

同盟首脳部を活写した回想録

はベストセラーとなり、以後

の歴史解釈には大きな影響を

与えるものとなった。 

統率 運営 情報 

16 11 14 

機動 攻撃 防御 

17 14 16 

2T 
第１０艦隊分艦隊司令 

3T 
国防委員長補佐官 

4T 
第１０艦隊参謀長 

5T 
第１０艦隊副司令官 

少将昇進 

6T 
イゼルローン要塞司令官 

中将昇進 

7T 
第２艦隊司令官 

大将昇進 

8T 
第２艦隊司令官 

元帥昇進 

9T 
第２艦隊司令官 

10T 
第２艦隊司令官 

11T 
第２艦隊司令官 

12T 
第２艦隊司令官 

 



15 
 

ボロディン 

1T 
第１２艦隊司令官 最終階級 

元帥 

 

 侵攻作戦開始以後、一貫し

て艦隊司令官の地位にあった

が、実戦を経験したのは、イゼ

ルローン回廊防衛戦のみであ

った。その資質は訓練や再編

の巧みさに見いだされていた

のだろう。 

 新米の多い艦隊で福利の充

実には積極的で、彼が赴任す

ると艦隊対抗の三次元チェス

では強豪となるとの噂。 

 エル・ファシル同盟軍相撃

った傷跡を深く気に留めてお

り、特に長年の戦友であるル

グランジュの名誉回復を訴え

続けた。 

統率 運営 情報 

8 10 11 

機動 攻撃 防御 

14 13 12 

2T 
第１２艦隊司令官 

3T 
第１２艦隊司令官 

4T 
第１２艦隊司令官 

5T 
第１艦隊司令官 

大将昇進 

6T 
第１艦隊司令官 

7T 
第８艦隊司令官 

8T 
第８艦隊司令官 

元帥昇進 

9T 
第８艦隊司令官 

10T 
第１２艦隊司令官 

11T 
第１２艦隊司令官 

12T 
第１２艦隊司令官 

 



16 
 

ルグランジュ 

1T 
第１１艦隊司令官 最終階級 

中将 

 

 エル・ファシルの政乱の首

謀者。後世の調査によれば、自

由惑星同盟最大の内乱は即興

と錯誤の連続であった。首都

の極右団体による騒乱状態と

エル・ファシルの警護を担当

し、そこに要職が集まるとい

う状況が、彼に救国の行動と

信じさせる手を選ばせた。 

 戦時中にあって軍縮を断行

しようとしたトリューニヒト

政権への軍内の恨みは大き

く、その政権が崩壊したこと

を内心では多くの軍人が密か

に喜び、ひきかえに失われた

ルグランジュを惜しんだ。 

統率 運営 情報 

10 12 13 

機動 攻撃 防御 

11 10 11 

2T 
第１１艦隊司令官 

3T 
戦死 

4T 
 

5T 
 

6T 
 

7T 
 

8T 
 

9T 
 

10T 
 

11T 
 

12T 
 

 



17 
 

ヤン・ウェンリー 

1T 
第１３艦隊司令官 最終階級 

元帥 

 

「魔術師」「即興の天才」とし

て同盟史に残る英雄の一人。

イゼルローン要塞の奪取には

じまり、帝国領侵攻作戦期の

全期間にわたって活躍した。 

 ラインハルトと直面したワ

ールシュタット、及びフォル

ゲンでの敗退によって、その

評価は常勝無欠のものではな

いが、それ以外の戦場におい

ては、戦略的に隙を生じない

戦いぶりを示した。 

統率 運営 情報 

18 15 18 

機動 攻撃 防御 

17 17 17 

2T 
第１３艦隊司令官 

3T 
第１３艦隊司令官 

大将昇進 

4T 
第６艦隊司令官 

5T 
第１３艦隊司令官 

元帥昇進 

6T 
第１３艦隊司令官 

7T 
宇宙艦隊司令長官 

兼第１３艦隊司令官 

8T 
宇宙艦隊司令長官 

兼第６艦隊司令官 

9T 
宇宙艦隊司令長官 

兼第６艦隊司令官 

10T 
宇宙艦隊司令長官 

兼第６艦隊司令官 

11T 
宇宙艦隊司令長官 

兼第６艦隊司令官 

12T 
宇宙艦隊司令長官 

兼第６艦隊司令官 

 



18 
 

ムライ 

1T 
第１３艦隊参謀長 

 

最終階級 

少将 

 

 ヤン・ウェンリーの参謀長

として長くその傍にあった。

謹厳実直な性格でとかく緩み

がちになるヤンの統帥を支え

た。戦後も宇宙艦隊司令長官

ヤンに仕え、事務処理を助け

た。 

統率 運営 情報 

12 14 15 

機動 攻撃 防御 

12 10 12 

2T 
第１３艦隊参謀長 

3T 
第１３艦隊参謀長 

4T 
第６艦隊参謀長 

5T 
第１０艦隊参謀長 

6T 
第１３艦隊参謀長 

7T 
第１３艦隊参謀長 

8T 
第６艦隊参謀長 

9T 
第６艦隊参謀長 

10T 
第６艦隊参謀長 

11T 
第６艦隊参謀長 

少将昇進 

12T 
第６艦隊参謀長 

 



19 
 

ワルター・フォン・シェーンコップ 

1T 
第１３艦隊分艦隊司令 

 

最終階級 

准将 

 

 帝国からの亡命者で成る薔

薇騎士連隊長として勇名を馳

せる。ヤン・ウェンリーのイゼ

ルローン奪取で活躍して以

来、ヤンの幕僚として活動し

た。 

 ロイエンタールの麾下でフ

ォルゲンに位置するガルミッ

シュ要塞攻略戦に参加するも

帝国軍、要塞司令官オフレッ

サーの逆襲をうけ、後衛戦闘

の最中に激しい一騎打ちで果

てた。 

統率 運営 情報 

16 9 10 

機動 攻撃 防御 

14 16 11 

2T 
第１３艦隊分艦隊司令 

3T 
第１３艦隊分艦隊司令 

4T 
第６艦隊分艦隊司令 

5T 
イゼルローン要塞防御指揮官 

6T 
第１０艦隊参謀長 

7T 
戦死 

8T 
 

9T 
 

10T 
 

11T 
 

12T 
 

 



20 
 

エドウィン・フィッシャー 

1T 
第１３艦隊副司令官 

 

最終階級 

元帥 

 

 イゼルローン奪取時以来第

１３艦隊副司令官をつとめた

ヤン・ファミリーの一人。その

艦隊運用能力を高く評価され

て、前線部隊の副司令官を歴

任して各戦線を転戦した。 

 フォルゲンの敗戦で司令官

ロイエンタールを失った後は

その艦隊を継承し、以後は主

力艦隊司令官の一翼を担うよ

うになる。 

 停戦発動以後は宇宙艦隊副

司令長官に就任し、ヤンを支

えつつ、後進の育成に務めた。 

統率 運営 情報 

15 13 13 

機動 攻撃 防御 

17 13 11 

2T 
第１３艦隊副司令官 

3T 
第１３艦隊副司令官 

4T 
第６艦隊副司令官 

5T 
第５艦隊副司令官 

少将昇進 

6T 
第１３艦隊副司令官 

7T 
第１３艦隊副司令官 

中将昇進 

8T 
第７艦隊副司令官 

大将昇進 

9T 
第７艦隊司令官 

元帥昇進 

10T 
第７艦隊司令官 

11T 
第７艦隊司令官 

12T 
宇宙艦隊副司令長官 

兼第３艦隊司令官 



21 
 

チュン・ウーチェン 

1T 
イゼルローン星域司令官 最終階級 

元帥 

 

 士官学校で戦略研究を続け

ていた戦略家だったが、その

戦略雁を見込まれ、徐々に前

線へとその活躍の場を広げて

いった。 

 周囲の助けをうけながらア

ムリッツァ決戦、回廊防衛戦

にて主力艦隊を担い、その役

割を果たした。 

統率 運営 情報 

10 14 13 

機動 攻撃 防御 

10 12 13 

2T 
イゼルローン星域司令官 

3T 
イゼルローン星域司令官 

4T 
第４艦隊司令官 

5T 
第６艦隊副司令官 

6T 
第６艦隊副司令官 

大将昇進 

7T 
第９艦隊司令官 

 

8T 
第１艦隊司令官 

元帥昇進 

9T 
第１艦隊司令官 

10T 
第１艦隊司令官 

11T 
第１艦隊司令官 

12T 
第１艦隊司令官 

 



22 
 

パエッタ 

1T 
第２艦隊司令官 

 

最終階級 

元帥 

 

 アスターテ、ワールシュタ

ット、フォルゲン…彼が艦隊

指揮あるいは総指揮をとって

負けた戦場の数は多い。しか

し、いずれの戦場も相手が戦

術の天才、ラインハルトであ

ったことを割り引く必要はあ

るだろう。 

少なくとも、エル・ファシル

でクーデターを果敢に鎮圧す

る決断力があり、巧みな宣伝

者であり、優れた組織人であ

ったことは、同時代の人が、こ

れほど敗戦してもなお、軍組

織から彼を追わなかったこと

でも明らかなのだから。 

統率 運営 情報 

14 11 10 

機動 攻撃 防御 

13 13 11 

2T 
第２艦隊司令官 

3T 
第２艦隊司令官 

4T 
第２艦隊司令官 

5T 
第２艦隊司令官 

大将昇進 

6T 
第２艦隊司令官 

元帥昇進 

7T 
負傷入院 

8T 
負傷入院 

9T 
統合作戦本部長 

10T 
第３艦隊司令官 

11T 
第３艦隊司令官 

12T 
第９艦隊司令官 

 



23 
 

サンドル・アラルコン 

1T 
第１３艦隊分艦隊司令 

 

最終階級 

中将 

 

人は環境に生きる。どちら

かというと頭が固く融通のき

ない軍人の典型とみなされ、

地方艦隊で燻っていた男が、

最も軍隊らしくないヤン艦隊

への麾下と呼び出された結

果、随分と面白みのある人間

になったと、古友たちに言わ

れるようになっていった。 

ヤン艦隊の切り込み隊長と

して、常にヤンの指揮下で戦

い、多くの敵を葬ってきたが、

ヤン最大の危機、フォルゲン

の敗北においては、決死の殿

軍を率先垂範し、ヤンの後退

を助け戦死した。 

統率 運営 情報 

10 9 8 

機動 攻撃 防御 

12 14 8 

2T 
第１３艦隊分艦隊司令 

3T 
第１３艦隊分艦隊司令 

4T 
第６艦隊分艦隊司令 

5T 
第１３艦隊分艦隊司令 

6T 
第１３艦隊分艦隊司令 

中将昇進 

7T 
第１３艦隊分艦隊司令 

8T 
第６艦隊分艦隊司令 

9T 
戦死 

10T 
 

11T 
 

12T 
 

 



24 
 

ラルフ・カールセン 

1T 
第１０艦隊副司令官 最終階級 

元帥 

 

 叩き上げで提督の列に到達

した将官、その経験を買われ

て最前線勤務の艦隊副司令官

に抜擢された。宇宙艦隊司令

長官直率艦隊を務めたことに

強い誇りを抱いていたという 

統率 運営 情報 

12 13 9 

機動 攻撃 防御 

13 15 11 

2T 
第１０艦隊副司令官 

3T 
第１０艦隊副司令官 

4T 
第５艦隊副司令官 

5T 
第１３艦隊副司令官 

6T 
第７艦隊副司令官 

7T 
第２艦隊副司令官 

8T 
第６艦隊副司令官 

中将昇進 

9T 
第６艦隊副司令官 

10T 
第６艦隊副司令官 

11T 
第６艦隊副司令官 

大将昇進 

12T 
第６艦隊副司令官 

元帥昇進 

 



25 
 

スコット 

1T 
回航部隊指揮官 最終階級 

大将 

 

 後方にあって同盟をささえ

た一人。艦隊移送任務につい

たのちは基地司令に転じ、常

に要衝を任されて、基地機能

の効率化に尽力した。 

統率 運営 情報 

9 16 9 

機動 攻撃 防御 

8 6 13 

2T 
臨時編成第１１５予備艦隊司令

官 

3T 
フォルセティ星域副司令官 

4T 
ランテマリオ星域副司令官 

5T 
ランテマリオ星域副司令官 

6T 
ランテマリオ星域司令官 

中将昇進 

7T 
ランテマリオ星域司令官 

8T 
ティアマト星域副司令官 

9T 
ランテマリオ星域副司令官 

10T 
ランテマリオ星域司令官 

11T 
ヴァンフリート星域司令官 

大将昇進 

12T 
ライガール星域司令官 

 



26 
 

バウンズゴール 

1T 
ランテマリオ星系副司令官 最終階級 

元帥 

 

 技術畑を歩み工廠の稼働最

適化については一家言を持つ

存在であった。宇宙土木技術

の革新、マスプロ建艦システ

ムの整備、イゼルローン要塞

移転において活躍した。 

統率 運営 情報 

12 14 9 

機動 攻撃 防御 

10 11 14 

2T 
ランテマリオ星域副司令官 

3T 
ランテマリオ星域副司令官 

4T 
イゼルローン星域副司令官 

5T 
イゼルローン要塞副司令官 

6T 
イゼルローン要塞副司令官 

中将昇進 

7T 
第７艦隊分艦隊司令 

（工兵・技術部門指揮官） 

8T 
第１３艦隊副司令官 

大将昇進 

9T 
アムリッツァ星域司令官 

10T 
第１０艦隊副司令官 

11T 
第１３艦隊副司令官 

元帥昇進 

12T 
第７艦隊司令官 

 



27 
 

アンドリュー・フォーク 

1T 
第１２艦隊参謀長 最終階級 

少将 

 

 第一次帝国領侵攻作戦の起

案者、若くしてエリート参謀

の道を歩んでいた彼の挫折は

病気によって職場を離れてい

たうちに、その計画が水泡に

帰したときだった。 

再起を期しての前線勤務で

彼は転職への道を得る。帝国

領土での情宣活動を担ったこ

とが、眠っていた才能を発揮

させた。それまで自らを大き

く見せるために使われてきた

自己演出が、他者のそれに応

用できることを知った。戦後

は軍と出版・映像業界とのエ

ージェントとして活躍した。 

統率 運営 情報 

9 14 14 

機動 攻撃 防御 

14 10 11 

2T 
第１２艦隊参謀長 

3T 
第１２艦隊参謀長 

4T 
情報部情報担当調整官 

5T 
情報部情報担当調整官 

6T 
情報部情報担当調整官 

7T 
第１３艦隊分艦隊司令 

8T 
第６艦隊分艦隊司令 

9T 
第６艦隊分艦隊司令 

10T 
第６艦隊分艦隊司令官 

11T 
第２艦隊参謀長 

少将昇進 

12T 
第５艦隊参謀長 

 



28 
 

ビューフォート 

1T 
第５艦隊分艦隊司令 最終階級 

少将 

 

 ビュコック隷下の分艦隊司

令官、第５艦隊の突撃隊長と

して長く活躍した。任務群司

令として複数艦隊の采配をし

なければならないビュコック

にとって、自陣の先鋒に信用

できる将がいた事は心強かっ

たであろう。 

 少将昇進に伴い転出し、各

艦隊の副司令官として転戦を

重ねた。 

統率 運営 情報 

10 8 11 

機動 攻撃 防御 

12 14 8 

2T 
第５艦隊分艦隊司令 

3T 
第５艦隊分艦隊司令 

4T 
第５艦隊分艦隊司令 

5T 
第５艦隊分艦隊司令 

6T 
第５艦隊分艦隊司令 

 

7T 
第５艦隊分艦隊司令 

8T 
第５艦隊分艦隊司令 

9T 
第１３艦隊副司令官 

少将昇進 

10T 
第３艦隊副司令官 

11T 
第１０艦隊分艦隊司令官 

12T 
第１艦隊副司令官 

 



29 
 

トウドウ・マイコ 

1T 
第１０艦隊分艦隊司令 最終階級 

少将 

 

 ウランフ第１０艦隊の古参

幹部、前線勤務を務める女性

将校の第一世代に属した。タ

フで調和を欠かさない勤務態

度で皆から信頼を集めた。 

 活躍を続けるウランフ艦隊

にあやかって、艦隊司令部で

緑茶を飲むという週間は広く

同盟でのブームとなった。 

 戦時の間に大学生となった

娘に男っ気がないことを気に

している。 

統率 運営 情報 

9 9 11 

機動 攻撃 防御 

13 12 14 

2T 
第１０艦隊分艦隊司令 

3T 
第１０艦隊分艦隊司令 

4T 
第１０艦隊分艦隊司令 

5T 
第１０艦隊分艦隊司令 

6T 
第１０艦隊副司令官 

少将昇進 

7T 
第６艦隊副司令官 

8T 
第１０艦隊副司令官 

9T 
第１０艦隊副司令官 

10T 
第７艦隊副司令官 

11T 
第７艦隊副司令官 

12T 
第７艦隊副司令官 

 



30 
 

エルバート・ステイメント 

1T 
情報部統括調整官 最終階級 

少将 

 

 艦艇レースで連戦連勝を重

ねて有名であったが、初めて

の前線勤務では怯懦にとらわ

れ、周囲の期待はずれと笑わ

れた過去を持つ。常に研ぎ澄

まされた感覚を必要とするス

ピードレースと慢性的に騒々

しい戦場は両立しなかったよ

うだ。 

 人からは愛される気質と鋭

い感覚を活かして、フェザー

ンでの情報工作で活躍した。 

統率 運営 情報 

17 3 16 

機動 攻撃 防御 

18 7 2 

2T 
情報部統括調整官 

3T 
情報部統括調整官 

4T 
情報部統括調整官 

5T 
情報部統括調整官 

6T 
情報部統括調整官 

7T 
情報部統括調整官 

8T 
情報部統括調整官 

9T 
第１３艦隊参謀長 

10T 
第２艦隊参謀長 

11T 
第５艦隊参謀長 

12T 
フェザーン駐在高等弁務官 

 



31 
 

ハワード・カトニック 

1T 
ハイネセン星域副司令官 最終階級 

大将 

 

 ひとめ見れば、誰もが部下

に欲しがると称された理路の

人物。キャゼルヌの元でハイ

ネセンの整備力強化で圧倒的

な成果を残した。 

前線勤務においても第５艦

隊副司令として艦隊機動を圧

倒的に向上させるなどの活躍

を治めたが、後方部署の熱烈

な要求は、更に前線で武功を

重ねるという贅沢を許さなか

った。ハイネセン・ランテマリ

オ・イゼルローンと重要地区

を歴任して艦艇生産につと

め、大将昇進、技術科学本部長

に就任した。 

統率 運営 情報 

14 20 16 

機動 攻撃 防御 

18 12 11 

2T 
ハイネセン星域副司令官 

3T 
ハイネセン星域副司令官 

4T 
ハイネセン星域副司令官 

5T 
ハイネセン星域副司令官 

6T 
第５艦隊副司令官 

少将昇進 

7T 
第７艦隊参謀長 

8T 
イゼルローン要塞司令官 

9T 
ランテマリオ星域司令官 

中将昇進 

10T 
イゼルローン星域司令官 

11T 
ハイネセン星域副司令官 

12T 
技術科学本部長兼ハイネセン星

域司令官 大将昇進 

 



32 
 

オーブリー・コクラン 

1T 
未登場 

 

最終階級 

中将 

 

 補給物資基地の司令官とし

て地味な任務をこなしていた

が、ロボスによって抜擢され、

英才カトニックの後任として

キャゼルヌの下で、ハイネセ

ン星域副司令官をつとめたこ

とが、その才能を覚醒させた。 

 在庫・労務・最適化の徹底は

彼にとっての天命だった。以

来、首都での生産管理には欠

かせない存在となる。カトニ

ックとは、後に役職を交換し

ながらハイネセンで勤務を共

にするが、そのときの稼働は

通常の４倍を叩き出すという

驚異的な結果を治めた。 

統率 運営 情報 

14 20 9 

機動 攻撃 防御 

6 18 7 

2T 
未登場 

 

3T 
未登場 

 

4T 
未登場 

 

5T 
准将昇進 

6T 
ハイネセン星域副司令官 

7T 
ハイネセン星域副司令官 

臨時外交委員会付 

8T 
イゼルローン要塞副司令官 

臨時外交委員会付 

9T 
ハイネセン星域副司令官 

臨時外交委員会付 

10T 
ハイネセン星域副司令官 

臨時外交委員会付 少将昇進 

11T 
ハイネセン星域司令官 

中将昇進 

12T 
ハイネセン星域副司令官 

 



33 
 

シモーヌ・キルシュシュタイン 

1T 
未登場 

 

最終階級 

中将 

 

 同盟軍の量的拡大に伴って

抜擢された女性将官の一人、

社交好きで顔の広さには定評

があり、彼女が赴任すると既

婚者が急増すると噂されてい

た。 

 自信の恋も積極的であった

ようで、講和会議に赴いた帝

国のオーベルシュタインに一

目惚れすると、急接近のちに

半ば脅迫するように、プロポ

ーズし、その身分を捨てさせ

て自らの婿養子とした。 

統率 運営 情報 

12 17 6 

機動 攻撃 防御 

9 15 14 

2T 
未登場 

 

3T 
未登場 

 

4T 
未登場 

 

5T 
准将昇進 

 

6T 
ランテマリオ星域副司令官 

7T 
イゼルローン要塞副司令官 

8T 
ハイネセン星域副司令官 

9T 
アムリッツァ星域副司令官 

少将昇進 

10T 
ランテマリオ星域副司令官 

11T 
イゼルローン星域司令官 

中将昇進 

12T 
第１３艦隊副司令官 

 



34 
 

カスパー・リンツ 

1T 
未登場 

 

最終階級 

少将 

 

 亡命者による白兵部隊、薔

薇騎士連隊をシェーンコップ

より継承。シェーンコップが

ガルミッシュ要塞攻略戦にお

いて戦死を遂げたことで、陸

戦専門家を欠いたため、急遽

の後任として抜擢される。 

 復仇に燃え、前任者以上の

攻撃性でもって、帝国軍に挑

み続けた。アムリッツァ決戦

においては、イゼルローン要

塞にあって、要塞主砲トール

ハンマーを操って、押し寄せ

る帝国軍を次々と薙ぎ払っ

た。 

統率 運営 情報 

5 10 3 

機動 攻撃 防御 

15 19 14 

2T 
未登場 

 

3T 
未登場 

 

4T 
未登場 

 

5T 
未登場 

 

6T 
未登場 

 

7T 
准将昇進 

 

8T 
第２艦隊副司令官 

少将昇進 

9T 
第２艦隊副司令官 

10T 
イゼルローン星域副司令官 

11T 
第１０艦隊副司令官 

12T 
第１０艦隊副司令官 



35 
 

ベルンハルト・バルツァー 

1T 
未登場 

 

最終階級 

少将 

 

 第５次フォルゲン会戦にお

いて、大量の将官喪失に応じ

て応召された士官のひとり。

かつて直属の上官であったド

ーソンとの対立したことで軍

を離れ、ライターとして生計

をたてていたが、旧友アッテ

ンボローの推薦により軍に復

帰する。 

 判断の的確は周囲の評価す

るところだが、長年にわたっ

たライター暮らしから、組織

人としては苦労が耐えなかっ

た。戦後は再び文筆業に戻り、

軍記を中心とした出版を続け

ている。 

統率 運営 情報 

1 14 16 

機動 攻撃 防御 

9 11 17 

2T 
未登場 

 

3T 
未登場 

 

4T 
未登場 

 

5T 
未登場 

 

6T 
未登場 

 

7T 
未登場 

8T 
未登場 

9T 
准将昇進 

10T 
第１３艦隊副司令官 

少将昇進 

11T 
第１艦隊副司令官 

12T 
イゼルローン星域副司令官 



36 
 

オーウェン・フェアファックス 

1T 
未登場 

 

最終階級 

少将 

 

 第５次フォルゲン会戦の敗

戦による将官不足によって将

官となった。戦傷で四肢は義

肢となっており、口さがない

ものはサイボーグと呼んだ

が、長年の経験から、その戦術

判断は的確であった。 

統率 運営 情報 

14 10 15 

機動 攻撃 防御 

12 12 19 

2T 
未登場 

 

3T 
未登場 

 

4T 
未登場 

 

5T 
未登場 

 

6T 
未登場 

 

7T 
未登場 

8T 
未登場 

9T 
准将昇進 

10T 
第１艦隊副司令官 

少将昇進 

11T 
第５艦隊副司令官 

12T 
第５艦隊副司令官 

 


